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このたび，2023年室内環境学会学術大会で発表いたしました『消しゴム中のフタル酸エステル類の定性，定

量とその他可塑剤の使用状況について』にて大会長奨励賞を賜り，誠に光栄に存じます。

ポリ塩化ビニル（PVC）の可塑剤として利用されているフタル酸エステル類（PAEs）は，その性能の高さ

から多様な製品で使用されていますが，生殖機能などへの影響を有すると考えられています。特に幼児や学童

に対する毒性が懸念されており，国内外でPVCが使用されている幼児用のおもちゃ（指定おもちゃ）にはPAEs

の使用規制が制定されています。しかし様々な年代が使用する，主にPVCを原材料としている消しゴムには

PAEsに対する使用規制は存在しなく，先行研究も少ない現状にあります。そのため，消しゴムにおけるPAEs

の使用は各企業の判断に委ねられており，どのような使用傾向であるかは不明瞭でした。

したがって，本研究ではPVC製消しゴム中可塑剤の使用状況を把握するために，消しゴムに対するPAEsの

定性，定量を行うことを目的としました。また，PAEsの代替物質としてどのような物質が使用されているか

を把握するため，リン酸エステル類，代替PAEs，可塑剤分解物に分類される物質に関しても同時に定性，定

量分析を行いました。加えて，消しゴムを使用した際の経皮，経口暴露を介した暴露リスク評価も実施しまし

た。今回の研究結果から消しゴムでは，未だにPAEsの使用が継続されている事が確認されました。またその

他可塑剤では，一部の企業において代替物質への移行を実施していることが判明しました。また暴露リスク評

価において高値に濃度検出されている物質では，PAEs，その他可塑剤どちらにおいても，経皮暴露でリスク

の懸念があるという結果になりました。今後は暴露リスク評価の精度の向上のために，模擬皮膚，模擬唾液等

を使用した移行量測定実験を通じ，計算方法の検討を進めていく必要があると考えられます。

最後になりましたが，研究にご協力いただいた共同研究者の方々，研究遂行にあたり貴重なご助言を頂きま

した方々，本研究をご評価頂いた大会関連の先生方に心より感謝申し上げます。
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